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ＪＡえんゆう広報誌

２０１4.３月号 №１８１

冬
の
凍
て
つ
く
寒
さ
が
ま
だ
ま
だ
残
る

２
月
中
旬
、
上
湧
別
地
区
の
玉
葱
栽
培
農

家
で
は
播
種
作
業
が
順
次
お
こ
な
わ
れ
て

い
ま
す
。

今
回
、
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
上
湧

別
北
兵
村
一
区
の
高
嶋
勝
人
さ
ん
の
家
で

も
２
月

日
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
に

２２

玉
葱
の
育
成
ポ
ッ
ト
を
伏
せ
込
む
作
業
が

始
ま
り
ま
し
た
。

玉
葱
は
例
年
２
月
中
旬
か
ら
３
月
上
旬

の
間
に
、
極
早
生
種
、
早
生
種
、
中
晩
生

と慎一さんの奥さんの亜紀さん（右）

播播播種作業始まる播播種作業始ま播種作業始まるる播種作業始まる

今月の主な記事
「豊穣の秋を願って」

玉葱播種作業始まる ２～３

ＪＡえんゆう女性部第１５回通常総会開催 ４

第９回じゃがリンピック ５

ギョウジャニンニクの収穫始まる

青色申告会上湧別支部第２４回定期総会・税務研修会 ６

普及センターより ７

遠軽厚生病院だより ８～９

乳検組合講習会開催 ９

理事会のあらまし

クロスワードパズル １０

読者の声

エーコープ富美店リニューアルオープン １１

春の農事部懇談会日程お知らせ

いもたま作造くん １２

表紙写真：第９回じゃがリンピックの様子



種
の
順
に
播
種
が
お
こ
な
わ
れ
、
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
内
に
伏
せ
込
み
し
た
後
は
、
定

期
的
に
灌
水
作
業
と
温
度
管
理
を
お
こ
な

い
な
が
ら
、
畑
に
移
植
す
る
４
月
下
旬
ま

で
大
事
に
育
て
ら
れ
て
春
を
待
ち
ま
す
。

後
継
者
の
高
嶋
慎
一
さ
ん
に
話
を
う
か

が
う
と
「
今
年
は

の
栽
培
を
予
定
し

１１
ha

て
い
ま
す
。
昨
年
は
天
気
に
苦
労
さ
せ
ら

れ
た
年
で
し
た
が
、
雨
が
降
ら
な
か
っ
た

と
き
も
灌
水
作
業
を
お
こ
な
え
た
こ
と
で

良
い
出
来
秋
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
今
年

も
し
っ
か
り
圃
場
管
理
を
お
こ
な
っ
て
高

品
質
な
玉
葱
を
出
荷
し
た
い
で
す
」
と
笑

顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

外
の
厳
し
い
寒
さ
と
違
っ
て
、
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
の
中
は
暖
か
く
、
湿
り
気
を
帯

び
た
土
か
ら
ほ
の
か
に
香
る
土
の
匂
い
に

一
足
早
い
春
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
も
皆
様
方
が
豊
穣
の
秋
を
迎
え
ら

れ
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

機械をつかって育苗ポットをビニールハウス内に並べていく後継者の高嶋慎一さん（左）

茎 ひざし ２０１４.３

豊豊豊穣の秋を願って 玉葱豊豊穣の秋を願って 玉豊穣の秋を願って 玉葱葱豊穣の秋を願って 玉葱
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ＪＡ女性部通常総会の様子と開会挨拶をおこなう新国妙子部長（写真右下）

Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う

女
性
部
は
、
２
月

日
に
第

回
通

１０

１５

常
総
会
を
Ｊ
Ａ
本

所
大
会
議
室
で
、

部
員

名
が
出
席
の

７９

も
と
、
各
関
係
機
関
か
ら
来
賓
各
位
を
迎
え
て

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

冒
頭
の
開
会
挨
拶
で
Ｊ
Ａ
女
性
部
の
新
国
妙

子
部
長
は
、
昨
年
度
の
女
性
部
活
動
を
振
り
返

り
、
部
員
各
位
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
今
後
も
女
性
部
活
動
へ
の
参
加
を

通
じ
て
、
自
己
研
鑽
に
務
め
て
い
っ
て
欲
し
い

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

来
賓
の
湧
別
町
石
田
昭
廣
町
長
、
網
走
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
遠
軽
支
所
五
十
嵐
強
志
支

所
長
、
Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
中
川
菊
夫
代
表
理
事
組

合
長
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
衆
議
院

議
員
の
武
部
新
氏
か
ら
の
祝
電
が
披
露
さ
れ
た

後
、
上
湧
別
上
富
美
地
区
の
山
口
由
美
子
氏
と

生
田
原
地
区
の
西
原
弘
子
氏
を
議
長
に
選
出
し

て
議
事
進
行
を
お
こ
な
い
、
平
成

年
度
事
業

２５

報
告
な
ら
び
に
収
支
決
算
、
平
成

年
度
事
業

２６

計
画
な
ら
び
に
収
支
予
算
の
全
提
出
議
案
が
滞

り
な
く
審
議
の
上
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

最
後
に
新
Ｊ
Ａ
女
性
の
歌
を
出
席
者
全
員
で

唄
い
、
盛
会
の
う
ち
に
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

祝辞を述べる石田昭廣湧別町長
（上）、五十嵐強志網走農業改良
普及センター遠軽支所長（中）、
中川菊夫ＪＡ代表理事組合長（下）

ＪＪＪＡえんゆう女性部 第１５回通常総会開催ＪＪＡえんゆう女性部 第ＪＡえんゆう女性部 第１５回１５回通常総会開催通常総会開催ＪＡえんゆう女性部 第１５回通常総会開催
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ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
世
界
か

ら
集
っ
た
一
流
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
が

熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
日
本
中
が
日
本
人

選
手
た
ち
の
活
躍
に
声
援
を
送
る
中
、

２
月

日
に
美
味
し
い
じ
ゃ
が
い
も

１５

創
作
料
理
で
競
い
合
う
第
９
回
じ
ゃ

が
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
白
滝
じ
ゃ
が
生
産
部

会
加
工
班
主
催
）
が
遠
軽
町
白
滝
の
白

滝
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

大
会
に
は
、
参
加
者
９
名
が
腕
に
よ

り
を
か
け
て
作
っ
た
じ
ゃ
が
い
も
創

作
料
理

品
が
出
品
さ
れ
、
味
や
料
理

１１

の
手
軽
さ
な
ど
を
基
準
に
審
査
さ
れ

ま
し
た
が
、
ど
れ
も
甲
乙
つ
け
が
た
い

ほ
ど
魅
力
的
な
創
作
料
理
を
目
の
前

に
し
て
、
大
会
審
査
員
も
美
味
し
さ
を

味
わ
い
つ
つ
、
頭
を
悩
ま
せ
て
い
た
よ

う
で
し
た
。

大
会
は
、
遠
軽
町
白
滝
か
ら
参
加
し

た
岡
田
ミ
ナ
子
さ
ん
が
出
品
し
た
「
イ

モ
あ
ん
の
お
た
べ
」
が
金
メ
ダ
ル
に
輝

き
、
銀
メ
ダ
ル
は
遠
軽
町
白
滝
の
長
原

裕
一
さ
ん
、
銅
メ
ダ
ル
は
遠
軽
町
白
滝

の
岡
田
ミ
ナ
子
さ
ん
と
遠
軽
町
の
庄

司
直
樹
さ
ん
の
頭
上
に
輝
き
ま
し
た
。

優
勝
し
た
岡
田
ミ
ナ
子
さ
ん
は
、

「
白
滝
の
生
産
者
が
一
生
懸
命
作
っ
て

い
る
じ
ゃ
が
い
も
を
広
め
る
お
手
伝

い
が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
、
作
っ
て
み

た
料
理
で
金
メ
ダ
ル
と
銅
メ
ダ
ル
の

２
つ
も
と
れ
た
こ
と
に
び
っ
く
り
し

て
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
一
昨
年
に
自
主
出
版
し
た
レ

シ
ピ
本
が
好
評
に
よ
り
重
版
さ
れ
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
募
っ
た

じ
ゃ
が
い
も
創
作
料
理
の
レ
シ
ピ
も

今
回
、
イ
ン
ド
在
住
の
日
本
人
の
方
か

ら
応
募
が
あ
る
な
ど
、
じ
ゃ
が
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
通
じ
た
生
産
者
各
位
の
活

動
の
成
果
が
着
実
に
広
が
っ
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
え
、
今
後
も
更
な
る
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

金メダルと銅メダル同時受賞した
岡田ミナ子さん（右）と惜しくも
銀メダルの長原裕一さん（左）、
銅メダルの庄司直樹さん（中）

第第第９回じゃがリンピックが開催されました第第９回じゃがリンピックが開催されまし第９回じゃがリンピックが開催されましたた第９回じゃがリンピックが開催されました
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え
ん
ゆ
う
農
協
青
色
申
告
会
上
湧
別
支

部
の
第

回
定
期
総
会
な
ら
び
に
税
務
研

２４

修
会
が
Ｊ
Ａ
本
所
で
、
会
員

名
が
出
席

４５

の
も
と
、
湧
別
町
と
Ｊ
Ａ
か
ら
来
賓
各
位

を
招
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

定
期
総
会
は
、
議
長
に
上
湧
別
南
兵
村

二
区
の
梶
原
達
矢
氏
を
選
出
し
、
平
成
２５

年
度
事
業
報
告
な
ら
び
に
収
支
決
算
、
平

成

年
度
事
業
計
画
な
ら
び
に
収
支
予
算
、

２６
役
員
改
選
等
、
全
提
出
議
案
が
滞
り
な
く

承
認
さ
れ
、
新
役
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
定
期
総
会
終
了
後
に
開
催
さ
れ

た
税
務
研
修
会
で
は
、
松
井
一
晃
税
理
士

事
務
所
の
市
川
光
雄
氏
を
講
師
に
招
き
、

「
平
成

年
度
税
制
改
正
点
お
よ
び

２５

決
算
処
理
に
関
す
る
注
意
事
項
」
に

つ
い
て
講
義
を
い
た
だ
き
、
講
師
と

会
員
各
位
の
間
で
様
々
な
質
疑
応
答

が
交
わ
さ
れ
、
有
意
義
な
研
修
会
と

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

☆
新
役
員
（
敬
称
略
）

会

長

名
取

浩
二

（
上
湧
別
旭
）

副
会
長

杉
原

武
純

（
上
湧
別
北
兵
村
三
区
）

副
会
長

村
上

拓
也

（
上
湧
別
富
美
）

青青
色
申
告
会
上
湧
別
支
部

青
色
申
告
会
上
湧
別
支
部
がが

第第
回
定
期
総
会
と
税
務

回
定
期
総
会
と
税
務
研研
修
会
修
会
をを
開開
催催

２４２４

税務研修会では市川先生からわかりやすく教えてもらいました

し
て
収
穫
す
る
ま
で
に
４
年
ほ
ど
か
か
る

作
物
で
、
市
場
で
は
貴
重
な
山
菜
と
し
て

重
宝
さ
れ
て
い
ま
す
。

収
穫
作
業
は
、
自
然
と
同
じ
よ
う
に
落

葉
を
敷
き
詰
め
ら
れ
た
状
態
で
育
っ
た

ギ
ョ
ウ
ジ
ャ
ニ
ン
ニ
ク
を
ナ
イ
フ
で
切
り

取
り
、
Ｊ
Ａ
で

ｇ
パ
ッ
ク
に
詰
め
て
、

５０

各
地
に
出
荷
さ
れ
ま
す
。

野
田
さ
ん
に
話
を
う
か
が
う
と
、

「
収
穫
は
、
こ
の
後
、
３
月
に
最
盛

期
を
迎
え
て
、
４
月
中
旬
ま
で
お

こ
な
う
予
定
で
す
。
最
近
、
寒
さ

が
緩
ん
だ
せ
い
か
、
一
斉
に
伸
び

て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と

忙
し
く
収
穫
し
な
が
ら
も
笑
顔
で

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

外
は
白
銀
の
世
界
で
朝
晩
は
ま

だ
ま
だ
冷
え
込
み
が
厳
し
い
で
す

が
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
中
で
は

青
々
と
し
た
ギ
ョ
ウ
ジ
ャ
ニ
ン
ニ

ク
が
、
一
足
早
い
春
の
訪
れ
を
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。

上
湧
別
南
兵
村
三
区
の
野
田
秀
利
さ
ん

の
家
で
は
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
ギ
ョ
ウ

ジ
ャ
ニ
ン
ニ
ク
を
栽
培
し
て
お
り
、
２
月

中
旬
か
ら
収
穫
が
始
ま
り
ま
し
た
。

ギ
ョ
ウ
ジ
ャ
ニ
ン
ニ
ク
は
、
ア
イ
ヌ
ネ

ギ
の
俗
称
で
も
知
ら
れ
る
北
海
道
で
は
春

が
旬
の
山
菜
と
し
て
有
名
で
す
が
、
播
種

春春
の
山
菜「
ギ
ョ
ウ
ジ
ャ
ニ
ン
ニ
ク
」

春
の
山
菜「
ギ
ョ
ウ
ジ
ャ
ニ
ン
ニ
ク
」

の
収
穫
始
ま

の
収
穫
始
ま
るる

収穫作業をする野田秀利さん（写真手前）と
奥さんの明美さん（写真奥）
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食
、
歩
行
、
飲
水
、
寝
起
き
、
反
芻
、

排
泄
と
い
っ
た
行
動
を
、
物
理
的
・
精

神
的
な
苦
痛
を
与
え
る
こ
と
な
く
ス

ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
」

で
す
。
こ
の
概
念
は
乾
物
摂
取
量
を
上

げ
る
一
つ
の
手
段
で
あ
り
、
高
い
健
康

水
準
を
維
持
し
つ
つ
、
高
生
産
を
得
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
乳
牛
へ

の
飼
料
給
与
の
効
果
を
最
大
に
引
き
出

す
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
３
つ
の
要
素
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
組
み
合
わ
せ
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

平
成

年
産
の
グ
ラ
ス
サ
イ
レ
ー
ジ

２５

は
「
力
が
な
い
（
＝
乳
が
で
な
い
）」
と

生
産
現
場
で
聞
か
れ
ま
す
。
ま
た
、
気

温
が
上
が
り
、
雪
解
け
が
進
む
こ
の
時

期
は
、
サ
イ
レ
ー
ジ
が
変
敗
し
や
す
い

時
期
で
す
。

乳
牛
の
乾
物
摂
取
量
を
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
し
、「
適
切
な
栄
養
」「
適
切
な
管
理
」

「
快
適
な
環
境
」
に
努
め
て
下
さ
い
。

乾
物
摂
取
量
を
高
め
よ
う

乾
物
摂
取
量
の
充
足
を
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
す
る
方
法
に
、
ル
ー
メ
ン
フ
ィ
ル
ス

コ
ア
が
あ
り
ま
す
。
ル
ー
メ
ン
の
充
満

度
を
評
価
す
る
も
の
で
、
摂
取
さ
れ
た

飼
料
の
量
が
反
映
さ
れ
ま
す
。

ル
ー
メ
ン
フ
ィ
ル
ス
コ
ア
は
、
牛
の

左
後
方
に
立
ち
、
左

部
の
く
ぼ
み
具

合
、
腰
椎
横
突
起
下
部
と
腰
角
か
ら
伸

び
る
皮
膚
の
向
か
っ
て
い
る
方
向
、
最

後
肋
骨
後
部
の
ル
ー
メ
ン
窩
の
深
さ
で

評
価
し
ま
す
（
写
真
１
）。

ル
ー
メ
ン
の
充
満
度
が
不
足
（
＝
乾

物
摂
取
量
が
不
足
）
し
て
い
る
場
合
は
、

そ
れ
そ
の
も
の
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
の

原
因
と
な
り
ま
す
。
一
方
、
ル
ー
メ
ン

の
充
満
度
が
十
分
（
＝
乾
物
摂
取
量
が

高
い
）
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
不
足
の
症
状
（
毛
艶
が
悪
い
、

卵
巣
静
止
、
発
情
微
弱
、
卵
巣
嚢
腫
な

ど
）
を
呈
す
る
場
合
は
、
飼
料
全
体
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
濃
度
を
上
げ
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
低
品
質
の
粗
飼
料
を
減
ら

し
、
コ
ー
ン
サ
イ
レ
ー
ジ
、
配
合
飼
料
、

糖
蜜
（
糖
分
）、
圧
片
大
麦
や
圧
片
と
う

も
ろ
こ
し
（
デ
ン
プ
ン
）、
ビ
ー
ト
パ
ル

プ
（
可
溶
性
繊
維
）
お
よ
び
綿
実
（
油

脂
）
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
飼
料
を
、
乳

牛
の
状
況
に
応
じ
て
選
択
し
、
増
や
し

ま
す
。

乾
物
摂
取
量
を
確
保
す
る
に
は

乾
物
摂
取
量
を
確
保
す
る
に
は
次
の

３
つ
の
要
素
が
大
切
で
す
。「
適
切
な

栄
養
」「
適
切
な
管
理
」「
快
適
な
環
境

（
＝
カ
ウ
・
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
）」
で
す
。
カ

ウ
・
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
と
は
、「
乳
牛
が
採

写
真
１
は
、
平
成

年
の
秋
作
業
に

２４

よ
る
翌
年
の
た
ま
ね
ぎ
の
生
育
の
違
い

で
す
。
臼
は
ほ
場
が
乾
燥
し
た
条
件
で

秋
に
プ
ラ
ソ
イ
ラ
を
施
工
し
、
渦
は
ほ

場
が
乾
燥
し
て
い
な
い

月
に
プ
ラ
ウ

１２

耕
を
行
っ
て
い
ま
す
。

臼
は
春
先
の
ほ
場
乾
燥
が
進
み
、
定

植
作
業
は
平
年
よ
り
５
日
遅
れ
た
程
度

で
し
た
が
、
渦
は
三
週
間
近
く
遅
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
定
植
後
も
根
張
り
が
悪

く
肥
大
も
遅
れ
、
収
量
差
が
み
ら
れ
ま

し
た
。

秋
に
無
理
を
し
て
作
業
を
行
う
と
、

翌
春
の
ほ
場
の
乾
燥
に
も
影
響
し
ま
す
。

春
作
業
に
遅
れ
の
出
な
い
よ
う
、
作
業

時
の
土
壌
条
件
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

普及センターより

園

芸

畜

産

作
業
に
無
理
は
禁
物
で
す
！

て
ん
さ
い
の
早
期
移
植
は
、
収
量
確

保
の
基
本
で
す
。
育
苗
期
間
が

日
程

４５

度
と
な
る
よ
う
移
植
予
定
日
か
ら
逆
算

し
て
播
種
日
を
決
め
ま
し
ょ
う
。

○
育
苗
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

育
苗
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
は
温
度
管
理
、

水
管
理
、
徒
長
防
止
で
す
（
表
）。

種
子
の
均
一
な
出
芽
の
た
め
、
初
回

の
か
ん
水
は
な
る
べ
く
温
水
を
使
用
し
、

昼
間
に
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

本
葉
展
開
以
降
は
苗
の
徒
長
や
病
害

に
留
意
し
、
表
面
が
乾
き
す
ぎ
な
い
程

度
に
か
ん
水
し
ま
す
。
移
植
二
週
間
前

か
ら
は
苗
を
外
気
に
慣
ら
し
ま
す
。

○
徒
長
防
止

苗
ず
ら
し
は
、
根
が
紙
筒
下
部
か
ら

出
始
め
る
（
播
種
後

日
目
）
頃
か
ら

２０

始
め
ま
す
。
植
物
成
長
調
整
剤
の
使
用

も
効
果
的
で
す
。

表 てんさいの育苗管理

※温度管理の（ ）内は上限の温度
※温度は、出芽までは種子位置の地温、出芽後は
紙筒の上１０㎝の気温を測定

畑

作

て
ん
さ
い
の
育
苗

かん水管理
温度管理

生育時期
夜間日中

設置後３日目に
１０Ｌ/冊の温水を数回に
分けてかん水

１０℃
以上

２５℃
（３０℃未満）

は種〜
出芽始

出芽時、土が持ち上が
るときは軽くかん水

５℃
以上

２０℃
（２５℃未満）

出芽始〜
出芽揃

表面が乾きすぎない程
度に１〜２Ｌ/冊のか
ん水

５℃
以上

１５℃
（２０℃未満）

出芽揃〜
本葉展開

０℃
以上

１０〜１５℃
（２０℃未満）

本葉展開〜
移植２週間前

ポット離れをよくする
ため、定植３日前から
１０〜１５Ｌ/冊をかん水

外気温外気温
移植２週間前
〜移植前日

け
ん

か

写真１ たまねぎの根張りと肥大の違い

（Ｈ２５年７月下旬の写真）

・

・
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遠軽厚生病院だより

要
と
な
り
ま
す
。
少
な
く
て
も
「
食
べ
ら

れ
た
」
と
い
う
達
成
感
と
安
心
感
の
効
果

は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
食
べ
ら
れ

そ
う
な
と
き
に
、
さ
っ
と
口
に
で
き
る
一

口
お
に
ぎ
り
や
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
が
お
す
す

め
で
す
。
ま
た
、
に
お
い
が
気
に
な
ら
な

い
パ
ン
や
シ
リ
ア
ル
は
栄
養
価
が
高
く
、

ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
を
豊
富
に
含
ん
だ

製
品
も
あ
り
ま
す
。

抗
が
ん
剤
治
療
を
受
け
た
人
の
３
割
前

後
が
変
化
を
感
じ
、
味
覚
が
ど
う
変
化
し

た
か
は
本
人
し
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

治
療
に
よ
り
唾
液
の
分
泌
が
減
る
こ
と
で

口
の
中
が
渇
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
口
の

中
の
乾
燥
は
、
味
覚
障
害
を
起
こ
し
や
す

い
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
う
が
い

や
あ
め
を
な
め
て
唾
液
の
分
泌
を
促
し
ま

し
ょ
う
。
味
覚
の
変
化
に
応
じ
て
、
一
時

的
に
塩
味
を
強
く
す
る
の
も
一
つ
の
方
法

の
良
い
食
べ
も
の
や
、
栄
養
価
を
あ
げ
る

も
の
と
し
て
具
た
く
さ
ん
の
汁
物
や
ス
ー

プ
、
食
べ
や
す
い
た
ん
ぱ
く
質
食
品
と
し

て
豆
腐
・
納
豆
・
チ
ー
ズ
・
ヨ
ー
グ
ル

ト
・
牛
乳
を
う
ま
く
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

副
作
用
に
対
す
る
緊
張
や
不
安
な
ど
の

心
理
的
な
要
因
、
不
快
な
に
お
い
や
音
、

味
な
ど
が
症
状
の
引
き
金
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
生
活
臭
に
は
吐
き

気
を
誘
発
し
や
す
い
に
お
い
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
タ
バ
コ
や
芳
香
剤
、
香
水
や

家
庭
ご
み
な
ど
、
不
快
に
感
じ
る
も
の
は

で
き
る
だ
け
遠
ざ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
事
前
に
吐
き
気
を
止
め
る
薬
に
は
点

滴
や
内
服
薬
が
あ
り
、
抗
が
ん
剤
投
与
前

に
使
う
と
高
い
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。
吐

き
気
が
あ
る
と
き
は
無
理
を
し
て
食
べ
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
少
し
で
も
、
早
い

時
期
か
ら
食
べ
ら
れ
る
よ
う
な
工
夫
が
必

か
ら
、
自
宅
で
も
工
夫
で
き
る
食
事
に
つ

い
て
説
明
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

が
ん
治
療
に
は
つ
き
も
の
だ
か
ら
、
し

か
た
な
い
と
我
慢
す
る
こ
と
は
得
策
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、
自
分
が
今
ど
ん

な
状
態
で
食
べ
ら
れ
な
い
か
を
周
囲
に
伝

え
、
原
因
を
探
し
ま
し
ょ
う
。
健
康
な
人

で
も
、
食
欲
は
心
の
状
態
に
大
き
く
影
響

し
ま
す
。
心
配
な
こ
と
、
不
安
に
思
う
こ

と
は
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、
家
族
な
ど

周
囲
の
人
に
話
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

体
力
を
維
持
す
る
た
め
に
も
食
事
は
重
要

と
い
っ
て
、
無
理
を
し
て
で
も
食
べ
な
く

て
は
、
と
義
務
の
よ
う
に
思
っ
て
は
、
む

し
ろ
逆
効
果
で
す
。
食
事
の
時
間
に
こ
だ

わ
ら
ず
、
食
べ
た
い
と
思
っ
た
タ
イ
ミ
ン

グ
を
逃
さ
な
い
よ
う
に
「
食
べ
れ
る
と
き

に
食
べ
れ
る
も
の
を
」
準
備
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
例
え
ば
、
さ
っ
ぱ
り
の
ど
越
し

抗
が
ん
剤
は
、
ど
ん
ど
ん

分
裂
し
増
殖
し
て
い
る
が
ん

細
胞
に
作
用
す
る
薬
で
す
。

正
常
な
細
胞
で
も
、
血
液
細

胞
や
口
の
粘
膜
、
胃
腸
粘
膜

な
ど
は
、
抗
が
ん
剤
の
影
響

は
受
け
や
す
く
、
感
染
し
や

す
く
な
っ
た
り
、
吐
き
気
・

口
内
炎
・
味
覚
の
変
化
な
ど

の
症
状
が
副
作
用
と
し
て
現

れ
ま
す
。
現
在
、
化
学
療
法

の
治
療
の
場
は
入
院
か
ら
外

来
へ
と
移
行
し
て
お
り
、
症

状
は
自
宅
に
帰
っ
て
か
ら
出

現
す
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か

ら
、
症
状
へ
の
対
処
行
動
は

患
者
様
ま
た
は
家
族
の
協
力

が
必
須
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
日
頃
か
ら
聞
か

れ
る
「
ご
は
ん
が
美
味
し
く

な
い
。」
と
い
う
患
者
様
の
声

抗
が
ん
剤
治
療
を
受
け
て

「
ご
は
ん
が
美
味
し
く
な
い
。」と

思
っ
た
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
か
？

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

遠
軽
厚
生
病
院

が
ん
化
学
療
法
看
護
認
定
看
護
師

高

橋

理

絵

食
欲
不
振

吐
き
気
や
お
う
吐

味
覚
の
変
化
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「
飼
料
用
と
う
も
ろ
こ
し
根
腐
病
対
策
」の

題
目
で
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
橋
獣
医
師
は
、「
繁
殖
検
診
で
は
、
検

診
で
得
ら
れ
た
所
見
や
成
績
と
乳
検
情
報

な
ど
の
そ
の
他
デ
ー
タ
を
総
合
的
に
判
断

し
て
、
自
分
の
飼
養
管
理
改
善
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
発
情
が
来
な
い
牛

の
治
療
が
目
的
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て

下
さ
い
」
と
話
す
と
と
も
に
、「
漠
然

と
で
な
く
、
具
体
的
に
目
標
を
定
め

て
繁
殖
管
理
に
努
め
て
下
さ
い
」
と

話
し
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
太
田
主
査
か
ら
は
、「
基

肥
の
不
足
や
未
熟
堆
肥
の
大
量
施
用
、

圃
場
の
排
水
不
良
な
ど
、
圃
場
の
地

力
が
落
ち
る
状
況
が
あ
る
と
根
腐
病

が
発
生
し
や
す
く
な
る
」
と
要
因
を

話
す
と
と
も
に
、
「
当
管
内
で
は
今

ま
で
大
規
模
な
発
生
は
見
ら
れ
な
い

が
、
９
月
以
降
は
圃
場
の
観
察
に
努

め
、
万
が
一
発
生
し
た
と
き
は
早
期

収
穫
し
て
下
さ
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

え
ん
ゆ
う
乳
牛
検
定
組
合
（
花
木
寿
一

郎
組
合
長
）
は
、
２
月

日
、
Ｊ
Ａ
本
所

２１

で
講
習
会
を
開
催
し
、
組
合
員

名
が
参

２２

加
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
農
業
共
済
組
合

遠
軽
診
療
所
の
大
橋
輝
彰
獣
医
師
か
ら

「
繁
殖
を
考
え
る
」、
網
走
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
の
太
田
浩
太
郎
主
査
か
ら
は

「「
繁
殖
」と「
と
う
も
ろ
こ
し
の
根
腐
病
」を
学

「
繁
殖
」と「
と
う
も
ろ
こ
し
の
根
腐
病
」を
学
ぶぶ

乳
検
組
合
講
習
会
開

乳
検
組
合
講
習
会
開
催催

乳検講習会の様子

で
す
が
、
カ
ッ
プ
め
ん
や
甘
辛
味
の
つ
く

だ
煮
な
ど
で
食
が
進
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

塩
味
や
甘
味
に
頼
ら
ず
に
味
を
は
っ
き
り

さ
せ
る
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、
塩
分
を
増

や
す
代
わ
り
に
だ
し
を
濃
い
め
に
し
た
り
、

バ
タ
ー
や
乳
製
品
、
み
り
ん
や
酒
で
こ
く

を
出
す
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
か

ん
き
つ
類
の
搾
り
汁
で
酸
味
を
効
か
せ
た

り
、
か
ら
し
・
カ
レ
ー
・
し
ょ
う
が
・
梅

な
ど
味
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
つ
け
る
の
も
食

が
進
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

も
と
も
と
虫
歯
や
歯
肉
炎
が
あ
る
と
口

内
炎
を
起
こ
し
や
す
く
、
そ
の
た
め
、
治

療
前
か
ら
う
が
い
や
歯
磨
き
を
ま
め
に
行

い
、
口
の
中
を
清
潔
に
保
つ
こ
と
が
大
切

で
す
。
ま
た
、
口
の
中
が
乾
燥
す
る
こ
と

で
、
さ
ら
に
傷
つ
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

飲
酒
や
喫
煙
は
、
口
の
中
の
傷
つ
い
た
粘

膜
を
さ
ら
に
傷
つ
け
、
刺
激
物
で
も
と
も

と
好
き
な
味
は
刺
激
に
感
じ
に
く
い
こ
と

が
あ
る
た
め
、
注
意
が
必
要
で
す
。
パ
サ

パ
サ
し
た
食
品
は
飲
み
に
く
い
ば
か
り
か
、

口
の
中
を
傷
つ
け
る
た
め
、
魚
は
煮
魚
に

し
た
り
、
ひ
き
肉
も
野
菜
の
水
分
を
加
え

た
肉
団
子
や
、
野
菜
は
煮
物
や
汁
物
へ
水

分
の
多
い
食
事
に
し
て
い
く
と
良
い
で

し
ょ
う
。
オ
リ
ー
ブ
油
や
ご
ま
油
は
、
の

ど
の
通
り
を
助
け
飲
み
込
み
や
す
く
す
る

と
同
時
に
、
香
り
が
食
欲
を
促
す
効
果
も

期
待
で
き
ま
す
。「
し
み
る
」と
思
っ
た
ら
、

食
材
の
う
ま
み
を
活
用
し
、
食
べ
ら
れ
る

工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

あ
ら
か
じ
め
予
想
さ
れ
る
副
作
用
を
知

り
、
対
策
を
た
て
て
お
く
こ
と
で
、
心
の

準
備
が
で
き
、
過
剰
な
不
安
を
取
り
除
け

ま
す
。
ま
た
副
作
用
を
知
る
こ
と
で
予
防

が
で
き
、
実
際
に
副
作
用
が
起
こ
っ
た
と

き
に
も
、
早
く
適
切
に
対
処
で
き
る
た
め

症
状
が
重
く
な
る
の
を
防
げ
ま
す
。

症
状
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
り
日
々
変

化
し
て
い
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

対
処
方
法
に
関
し
て
は
今
回
の
説
明
さ
せ

て
頂
い
た
内
容
の
ほ
ん
の
一
部
で
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
今
回
の
講
演
内
容
で
説
明
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
食
事
の
工
夫
は
、
ほ
ん

の
一
部
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
の
食
事

が
「
お
い
し
く
な
い
か
ら
食
べ
た
く
な

い
。」
で
は
な
く
、「
こ
れ
な
ら
食
べ
れ

る
。」「
食
べ
て
み
よ
う
か
な
。」
と
変
化
で

き
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

口
内
炎
・
乾
燥
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〜応募方法〜
応募用紙に答え・住所・氏名を明記し、

身近な話題・変わった出来事等を書き添
えてＦＡＸにてご応募下さい。
正解者の中から抽選で毎月３名の方に、

粗品をプレゼント致します。

締め切り ３月２５日（火）

２月号の答えは「ソツギヨウ」でした。
オホーツクの春ももうすぐやってきま
すね。
当選者は下記の方々です。

脂

タ
テ
の
カ
ギ

１

ピ
ー
タ
ン
は
こ
の
鳥
の
卵
を
使
っ
て
作

り
ま
す

３

芦
ノ
湖
や
大
涌
谷
で
知
ら
れ
る
観
光
地

５

和
歌
山
や
三
重
と
隣
接
す
る
県

６

ゴ
ル
フ
場
の
緑
の
じ
ゅ
う
た
ん
の
正
体

７

店
子
（
た
な
こ
）
に
と
っ
て
は
親
も
同

然
？

９

授
業
中
は
慎
ん
で
、
お
静
か
に

砂
糖
・
塩
・
し
ょ
う
ゆ
・
み
そ
な
ど

１０

メ
ェ
メ
ェ
と
鳴
く
動
物

１２

怖
い
目
に
遭
っ
た
と
き
に
凍
り
付
き
ま

１３

す大
福
餅
の
中
身

１４

も
も
と
す
ね
の
間

１５

洋
装
の
花
嫁
が
参
列
者
に
投
げ
ま
す

１７

ズ
ボ
ン
の
こ
と

カ
ー
ゴ

１８

紙

ヨ
コ
の
カ
ギ

１

モ
グ
ラ
は
上
手
に
掘
り
ま
す

２

北
島
康
介
選
手
が
得
意
と
す
る
種
目

３

家
具
の
高
さ
、

、
奥
行
き
を
測
っ

た

４

今
は
平
成
、
一
つ
前
は
昭
和

６

浪
曲
の
伴
奏
に
使
わ
れ
る
楽
器

８

百
獣
の

、
ラ
イ
オ
ン

９

持
ち
歩
い
た
り
身
に
付
け
た
り
し
て
い

る
も
の
の
こ
と

急
須
に
付
く
汚
れ
の
一
つ

１０

ク
ル
ミ
が
よ
く
似
合
う
小
動
物

１１

日
の
出
前
の
空
に
輝
く

の
明
星

１４

丁
寧
で
は
あ
り
ま
せ
ん

１６

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

ププ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

ププ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ

プ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズズ
ルル

プ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

湧別町南兵村三区

湧 別 町 旭

遠 軽 町 栄 野

武藤 俊美 さん
佐藤希代子 さん
伊藤美千子 さん

１７１０

Ｃ

４

Ｄ

１８

６
Ｅ

１５

１２

１４

１

２ ７

１１

Ｂ

５

８

９

１３

Ａ

３

１６

第

回
理
事
会

１４

（
平
成

年
２
月

日
）

２６

２７

◇
報
告
事
項

一
．
決
算
棚
卸
の
結
果
に
つ
い
て

二
．
組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て

三
．
そ
の
他

・
エ
ー
コ
ー
プ
富
美
店
の
オ
ー
プ
ン
に

つ
い
て

◇
議

案

一
．
平
成

年
度
決
算
お
よ
び
剰
余
金
処

２５

分
（
案
）
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

二
．
平
成

年
度
資
産
自
己
査
定
結
果
に

２５

つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

三
．
第

回
通
常
総
会
の
開
催
日
時
・
場

１５
所
お
よ
び
提
出
議
案
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

四
．
定
款
・
規
程
等
の
一
部
変
更
に
つ
い

て原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

五
．
不
良
債
権
の
処
理
方
針
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

六
．
組
合
員
に
対
す
る
資
金
の
貸
付
お
よ

び
農
林
漁
業
資
金
の
借
入
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

七
．
理
事
に
対
す
る
資
金
の
貸
付
お
よ
び

農
林
漁
業
資
金
の
借
入
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

八
．
理
事
に
対
す
る
ク
ミ
カ
ン
借
越
極
度

額
の
設
定
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

九
．
出
資
金
の
減
口
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

理

事

会

の

あ

ら

ま

し
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２
月

日
、
先
月
号
で
皆
様

１４

に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
Ｊ
Ａ
直

営
に
よ
る
エ
ー
コ
ー
プ
富
美
店

が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を

迎
え
ま
し
た
。

開
店
初
日
は
、
食
料
品
を
始

め
と
す
る
品
々
の
特
売
と
お
買

い
上
げ
い
た
だ
い
た
お
客
様
方

に

個
入
り
パ
ッ
ク
の
鶏
卵
の

１２
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
お
こ
な
わ
れ
、

午
前
９
時
半
の
開
店
に
あ
わ
せ

て
地
元
の
地
域
を
始
め
と
す
る

多
く
の
お
客
様
方
が
訪
れ
、
お

買
い
物
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
と
も
組
合
員
を
始
め
と

す
る
地
域
の
お
客
様
の
ご
要
望

を
取
り
入
れ
て
、
地
域
に
愛
さ

れ
る
エ
ー
コ
ー
プ
に
し
て
い
き

た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
末
長

い
ご
愛
顧
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

エエエーコープ富美店がリニューアルオープンしましたエエーコープ富美店がリニューアルオープンしましエーコープ富美店がリニューアルオープンしましたたエーコープ富美店がリニューアルオープンしました

多くの買物客でにぎわいました

次
は
、
リ
オ
ネ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
、
平
昌
、

そ
し
て
６
年
後
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。

楽
し
み
が
続
き
ま
す
ね
。

３
月
も
目
の
前
に
し
て
少
し
暖
か
く

な
っ
て
き
た
よ
う
な
気
が
す
る
今
日
こ

の
頃
で
す
。

（
匿
名
）

冷
え
込
み
も
厳
し
く
な
く
な
っ
て
き

ま
し
た
し
、
春
が
待
ち
遠
し
い
で
す
ね
。

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
仲
間

の
方
に
指
導
し
て
も
ら
っ
て
青
色
申
告

を
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
申
告
作
成
ま

で
見
て
も
ら
っ
て
、
役
場
に
持
っ
て
い

く
ば
か
り
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
も
良

い
方
向
に
向
く
よ
う
に
主
人
と
二
人
三

脚
で
仲
間
に
助
け
て
も
ら
っ
て
頑
張
り

ま
す
。
ア
ド
バ
イ
ス
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

（
Ｐ
．
Ｎ
ゆ
う
の
母
よ
り
）

確
定
申
告
の
書
類
作
成
お
疲
れ
様
で

す
。
そ
ろ
そ
ろ
春
の
農
作
業
の
準
備
が

始
ま
る
頃
と
存
じ
ま
す
が
、
組
合
員
の

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
農
作
業

事
故
に
は
気
を
付
け
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

読
者
の
声

ひ
な
人
形
を
出
し
ま
し
た
。
場
所
を

取
る
の
で
邪
魔
か
な
と
思
い
ま
し
た
が
、

眺
め
て
み
る
と
い
い
も
の
で
す
。（

匿
名
）

出
し
入
れ
は
面
倒
で
す
け
ど
、
昔
か

ら
続
く
季
節
の
行
事
は
大
切
に
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
。

父
の
所
で
毎
回
ひ
ざ
し
を
見
て
い
ま

す
。
暖
か
く
な
っ
た
ら
父
を
連
れ
て
、

ふ
る
さ
と
上
湧
別
に
行
こ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。

（
匿
名
）

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

５
月
に
は
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
満
開
に
な

り
ま
す
し
、
ぜ
ひ
お
越
し
下
さ
い
。

ひ
ざ
し
が
届
く
の
を
と
て
も
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
段
々
、
歳
を
と
っ
て
、

ま
わ
り
の
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
掛
け
る

時
が
近
付
い
て
お
り
ま
す
。
で
も
、
少

し
で
も
元
気
で
い
た
く
て
色
ん
な
集
ま

り
に
参
加
し
て
、
笑
っ
て
楽
し
い
時
を

過
ご
す
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。
後
期

高
齢
者
に
な
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ

フ
ァ
イ
ト
概

（
匿
名
）

「
笑
い
は
百
薬
の
長
」
で
す
か
ら
、
楽

し
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
れ
ば
、
き
っ

と
元
気
に
過
ご
せ
ま
す
よ
。

今
年
の
春
、
長
女
が
中
学
生
に
な
り

ま
す
。
エ
ー
コ
ー
プ
で
毎
月

㎏
買
っ

３０

て
い
る
お
米
を
食
べ
て
毎
日
が
ん
ば
っ

て
い
ま
す
。
下
に
娘
が
３
人
い
る
の
で
、

近
い
将
来
、

㎏
買
う
日
も
近
い
の
か

４０

な
～
と
思
う
と
少
し
恐
い
で
す
ね
・
・
・
。

た
～
く
さ
ん
食
べ
て
大
き
く
な
～
れ
概

（
匿
名
）

い
つ
も
エ
ー
コ
ー
プ
を
ご
利
用
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
春
は

新
し
い
出
会
い
が
あ
る
季
節
で
す
が
、

お
子
さ
ん
に
も
新
し
く
仲
の
良
い
友
達

が
出
来
る
と
良
い
で
す
ね
。

ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
数
々
の
感

動
を
も
ら
い
ま
し
た
。
す
ご
い
努
力
を

し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
た
だ
け
で
も

す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
あ

り
が
と
う
。

次
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
見
ら
れ
る
よ

う
に
元
気
で
い
た
い
で
す
ね
。
（
匿
名
）
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午 後
１３：３０～１５：３０

午 前
１０：００～１２：００

４の１・４の２・４の３

ＪＡ本所会議室

屯市・５の２・５の３

ＪＡ本所会議室
３月３１日（月）

開盛・札富美・旭

ＪＡ本所会議室

５の１

ＪＡ本所会議室
４月１日（火）

遠軽・学田・清川
社名渕・瀬戸瀬第１・２

ＪＡ遠軽支所会議室

富美・上富美

富美住民センター
４月２日（水）

丸瀬布・白滝

白滝集落センター

安国・生田原・清里

ＪＡ生田原支所会議室
４月３日（木）

【春季農事部懇談会日程】

春春の農事部懇談会開催につい春の農事部懇談会開催についてて春春春の農事部懇談会開催について春春の農事部懇談会開催につい春の農事部懇談会開催についてて春の農事部懇談会開催について
例年実施しております春季農事部懇談会を下記の日程により開催いたします。

日程上、都合の悪い場合は、本所営農課若しくは各支所までご連絡お願いいたします。
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